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 プラズモニック波長板は表面プラズモンに

よる位相遅延現象を利用して TM偏光と TE偏

光間に位相差をつけることのできる素子であ

る．波長板の種類には他に水晶，ポリマーとい

った材料を用いたものがあるが，水晶には薄型

化が難しく，ポリマーには高出力なレーザーに

弱いといった欠点がある．しかし，このプラズ

モニック波長板は薄い金属のワイヤーグリッ

ド構造を用いていることから薄型化が可能で

あることや高出力レーザーにも強いといった

利点があると考えられる．このため，レーザー

加工分野などで応用が期待できる．金は波長約

550nm 以上では良好なプラズモン共鳴を起こ

すが，それ以下の波長においてはあまり良好な

プラズモン共鳴を得る事ができない．そこで

我々は，金に比べ短波長のレーザーに対応でき

る銀を用いる事とした．また，我々の研究室で

はこれまでに銀のワイヤーグリッド構造で透

過率のピークが周期によって変化することを

明らかにしている[1]．今回は，レーザー加工で

用いられている YAG レーザーの第二高調波で

ある波長 532nm の緑色レーザーに着目し，こ

の波長に適したAgプラズモニック波長板の作

製を目指す． 

まず，厳密波結合解析（RCWA）法を用い，

設計に必要な各パラメータを求めた．各パラメ

ータを求めるにあたって， 

① TM 偏光，TE 偏光が共に高い透過率を有す

ること 

② TM 偏光，TE 偏光が共に同等の透過率を有

すること 

③ TM 偏光，TE 偏光の間に 1/4 波長分のズレ

が確認できること 

の 3 つが必要であると考え，これを元に設計を

行った．まず，条件①と②について周期 360nm，

duty比 0.7で①②の両方が達成されることを確

認した(Fig.1)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，銀の膜厚について①②の検討を行った．

膜厚と透過率のグラフから銀膜厚の厚さは

15nm で最適であることが確認できた(Fig.2)． 

最後に，③について Fig.3 から銀とガラス界面

でのプラズモンの発生に伴う強い電界のピー

ク及び TE，TM 偏光間の約 1/4 波長分のズレを

確認することができた． 
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